Ⅰ．天台宗の基礎知識
１）天台宗の本山と開祖
総本山：滋賀県大津市　比叡山延暦寺　　
比叡山：もともとは日枝山 (ひえのやま)といわれた。神 (かみ)が鎮座する山。
比叡山東麓の日吉大社：全国にある日吉・日枝・山王神社の総本宮
　　　　　　延暦寺：もともとは比叡山寺と称され、最澄入寂の翌年(823年) に嵯峨天皇の勅により桓
武天皇の元号「延暦」をとって延暦寺の寺号を賜った。
宗祖・伝教大師最澄（戸籍上は767年［伝記では766］～822）・・・日本天台宗の祖
高祖・天台大師（538～597）・・・中国天台宗の祖

２）天台とは？
・天台山（中国・浙江省）…天台宗の発祥の地。最高峰の華頂峰は海抜1138メートル。
　　　　　　　　　　　　　　古より仙人信仰が根づく霊山で、道教の聖地でもある。
　・天台の意味　
旧字の「臺」と「台」はもともと別字で、「台」は星を意味する。
　　　北斗七星の近くにある星宿・三台星（上台・中台・下台）の真下に天台山があるとされ、その山で修行をすれば昇天して仙人になれるという伝説があった。「天臺山」は中国各地に存在するが、「天台山」は唯一この山だけであり、旧字でも「天台山」と表記する。
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三諦 (さんたい)章 (しょう)（天台宗の宗章）　　　　　　　　　　　　　菊輪法（延暦寺の紋章）

※三諦とは天台の根本教理で、この世界の真理である空諦・仮諦・中諦を指す。
※輪宝は本来巨大な車輪形の武器のことだが、仏教では煩悩を断ち仏法を広めるシンボルとして用いられる。
Ⅱ．最澄（766［767］～ 822）の生涯
766年（天平神護2年）【戸籍上】、ただし伝記では767年（神護景雲元年）
　　　　　　　　　　　　　　　　8月18日、比叡山の西の麓、江国志賀郡（現在の滋賀県大津市坂本）に生まれる。幼名は広野（ひろの）。父は三津首百枝（みつのおびとももえ）。後漢最後の皇帝献帝の子孫といわれる。

778年（宝亀9年）　 13歳　：　近江国分寺の行表の弟子となる。

780年（宝亀11年）  15歳　：　近江国分寺で得度。最澄と名乗る。

785年（延暦4年）　 20歳　：　4月6日、東大寺で受戒。その3か月後、比叡山に入山。15年に渉る厳
しい山岳修行を積む。  

788年（延暦7）    　23歳　：　修行道場として「一乗止観院」を建立。 

797年（延暦16年）  32歳　：　入山して12年目、桓武天皇の命により「内供奉十禅師（ないぐふじゅうぜんじ）」の一人に抜擢。「内供奉」とは宮中の内道場に奉仕し、天皇や国家の安泰祈願をする役職。

804年（延暦23年）　39歳　：　遣唐使船で唐に渡り天台山へ登る。空海も同じ船団で入唐。

805年（延暦24年）  40歳　：　帰国直後、桓武天皇の病気平癒のために高雄山寺で日本初の密教儀礼（灌
頂）を修法。　

806年（延暦25年・大同元年）　
41歳　： 天台宗が公認される。年に2名、天台宗からの年分度者（毎年得度出家
が許される者）が割り当てられる。空海、帰国。

809年（大同4年）  　44歳　： 空海との交流がはじまる。密教の不備を補うために、密教典籍の借用を
空海に求める。

812年（弘仁3年）  　47歳　：　空海に弟子入りし、密教の灌頂儀礼を授かる。

814年（弘仁5年）  　49歳　：　九州・東国に歴訪。各所に宝塔を建立し、活動拠点を広める。

817年（弘仁8年） 　 52歳　：　法相宗・徳一との論争がはじまる。

818年（弘仁9年）  　53歳　：  対立する南都（奈良）仏教と独立した比叡山独自の受戒システムの必要
性を訴え、大乗戒による受戒制度を朝廷に懇願。南都仏教の猛反発があり認められず。

822年（弘仁13年） 　56歳　：　6月4日入滅。死後１週間後、朝廷より大乗戒による受戒の許可が下され、比叡山における大乗戒壇設立を導く。実質上、南都仏教から独立した宗派が樹立。
　

その後、比叡山は多くの人材を輩出。鎌倉新仏教を切り開いた各宗派の祖師たちも修学。日本仏教の母山と称される。

Ⅲ．国家仏教体制と僧侶の役割　～律令制のもとに国家に統制された仏教～
１）国家仏教体制
・厳格な官僧組織：『大宝律令』（大宝元年［701］完成）の中で「僧尼令」が規定される。

太政官（最高国家機関）
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・国分寺制度
聖武天皇（701～756）が各地方を統治するために、東大寺を総国分寺として日本の各国に１ヶ寺ず
つ建立させた寺院。　僧の定員は２０人、国分尼僧は１０人。

・官僧になるための手続き

申請
出家
民部省
治部省玄蕃寮


得度には採用試験と国家の認可が必要で、定員は各国分寺ごとに毎年２０名。
民部省で出家者の戸籍を削除し、玄蕃寮で僧尼名簿に記載。6年ごとに更新。税の負担免除。
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・受戒システム　

鑑真大和尚の来日（天平勝宝6年［754］）により受戒システムが整備

三師七証 (さんしさんしょう)：具足戒を受ける際に必要とする3人の師（和上 (わじょう)・羯磨師 (こんまし)・教授師 (きょうじゅし)）と7人の証明師

具　足　戒　　　⇒　　　大　乗　菩　薩　戒　　　＝　官僧
（出家教団の秩序維持のための規則）　　（悟るための精神的な戒めで、在家出家共通）
　　　
・全国の戒壇院

奈良東大寺・下野薬師寺・筑紫観世音寺に戒壇院がつくられ、地域ごとに受戒が行われた

２）僧侶の役割　… 国家を鎮護する
①護国のための神祇祭祀
　　　
神々…六道輪廻世界の天部　＞　神といえども煩悩があり、仏によって救われる対象
　　　  　　神々にとっても仏法は大切なものなので、それを護る役目を果たす（護法神）
　　　　＝仏法を受持し、神々の祭祀を執り行う者（国）を護る　＝　護国・豊穣・滅災
  　
②仏教学の研鑽

【南都六宗】

三論宗（さんろんしゅう）　
龍樹の『中論』『十二門論』と、その弟子提婆の『百論』の三つの論を学ぶ学派。インド中観
派の流れをくむ。
成実宗（じょうじつしゅう）　
三論の寓宗（独立せず他宗に付属している宗）。小乗仏教に大乗仏教の空の思想を加味した教
えを説く『成実論』を学ぶ学派。
法相宗（ほっそうしゅう）　
玄奘三蔵が訳した『成唯識論』を中心に唯識思想を学ぶ学派。　
倶舎宗（くしゃしゅう）　
法相宗の寓宗。世親の『倶舎論』（部派仏教の代表的な学派である説一切有部の教説を批判的
にまとめた論書）を学ぶ学派。　
律　宗（りっしゅう）　
唐・道宣による『四分律』の研究を学ぶ学派　
華厳宗（けごんしゅう）　
『華厳経』及び、華厳の思想を体系化した智儼、法蔵の学説を学ぶ学派。　
 
※「宗」とは？　現在の宗派のような独立した組織団体ではなく、寺院を自由に横断して研究していた
学派のような研究グループ。 

＞僧侶はエリート中のエリート官僚　
＞鎮護国家仏教・都市型仏教・学問仏教・出家者優位仏教
 Ⅳ．最澄の思想の原点
１）一乗の志
「心を一乗に帰すべし」……最澄の一生涯を貫くテーマ　

「最澄、生年十三にして、大和上に投ず。すなわち、当国国分金光明寺の補欠に得度し、
すなわち和上に心を一乗に帰すべきことを禀く」　　（『仏法 (ぶっぽう)相承 (そうじょう)血脈 (けちみゃく)譜 (ふ)』）

一乗：生あるものすべてが一つの乗り物に乗るごとく仏の教えに導かれて救われる教え
　　　　　　　　　＞『法華経』や『華厳経』に由来する思想

２）『願文』にみえる若き日の志
　　　⇒ 別紙『願文』を参照。

大乗菩薩の基本精神　：　「菩提 (ぼだい)、下化 (げけ)衆生 (しゅじょう)」　　＞　「道心」　
 「道は人を弘め、人は道を弘む。道心 (どうしん)の中に衣食 (えじき)あり、衣食の中に道心なし」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『一心 (いっしん)戒 (かい)文 (もん)』）

【現代語訳】仏の教えは人の心を豊かにします。仏の教えを学んで心が豊かになった人は、その教えを広め、さらに多くの人々が救われます。仏道を究める手段として衣食住の生活があるのであって、衣食住の生活を充実させるために仏道を究めるわけではありません。
比叡入山の動機について　
１）近江国分寺の火災　　
２）一乗の志を遂げるため

３つのよくある誤解　　＞＞＞　①南都仏教と対立？
②山岳修行は違法行為か？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　③官僧の立場を捨てた？

＞山岳修行中も南都とは良好関係にあった。
＞法律上の許可のない山岳修行は厳禁。許可された山岳修行はむしろ優遇された。
＞官僧であることをやめたのでなく、「志の高い官僧」だった。『願文』は官僧としての願い。







３）天台の思想を発掘

◇ 6世紀、智顗によって開かれた天台宗
＞法華一乗思想の体系化
＞中国仏教の学問と実践の基礎を築く

◇ 鑑真（754年来日）によって請来

◇ 南都仏教界では時代遅れの思想

◇ 比叡入山の翌年（786年）、山麓に建立された梵釈寺に鑑真が請来した天台典籍が所蔵さ
れていることを聞きつけ、天台思想の修学につとめる。

◇比叡山に修行道場として「一乗止観院」を建立（788年）　⇒　現在の根本中堂（国宝）
自ら彫った薬師如来像を本尊として安置し、法灯をお供えする。

「あきらけくの仏の御世 (みよ)までも　光つたえよ　のともし火」　（『新拾遺和歌集』）　　　
　【現代語訳】 どうか弥勒菩薩が仏となって世に現れる遠い未来まで、この法華一乗の教えの灯を伝え、その光でこの世が照らされますように

＞根本中堂の「不滅の法灯」
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一乗止観院は、織田信長の焼き討ちで自刻の薬師如来像と共に焼失。1642年（寛永19年）、江戸幕府三代将軍徳川家光により「根本中堂」として再興。平成28年度より10年間かけて大改修が行われている。
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４）聖徳太子の志
①　聖徳太子は天台智顗の師である南岳慧思の生まれ変わりという伝説

②　鑑真来日のもう一つの理由　…天台智顗の師・慧思に対する報恩
＞来日により天台典籍が請来される
＞そのおかげで　最澄は天台思想に巡り合えた

③　聖徳太子と天台宗はなぜ結びつくのか？
　　・『三経義疏』（『法華経』『維摩経』『勝鬘経』の注釈）を著述
・『十七条憲法』にみえる法華一乗と共通の精神

【第一条】
一に曰わく、和をもって貴 (とうと)しとなし、忤 (さから)うこと無きを宗 (むね)とせよ。人みな党あり、また達 (さと)れるもの少なし。ここをもって、あるいは君父 (くんぷ)に順 (したが)わず、また隣里に違 (たが)う。しかれども、上、和ぎ、下、睦 (むつ)びて、事を論 (あげつら)うに諧 (かな)うときは、すなわち事理おのずから通ず。何事か成らざらん。

【第二条】
二に曰わく、篤 (あつ)く三宝を敬え。三宝とは仏と法と僧となり、則ち四生の終帰、万国の極宗なり。何れの世、何れの人かこの法を貴ばざる。人尤 (はなは)だ悪しきもの鮮 (すく)なし、よく教うれば従う。それ三宝に帰せずんば、何をもってか枉 (まが)れるを直 (ただ)さん。

【第十条】
十に曰わく、を絶ち瞋 (おもえりのいかり)を棄て、人の違 (たが)うを怒らざれ。人みな心あり、心おのおの執 (と)るところあり。彼是 (かれぜ)とすれば則ち我れは非 (ひ)とす。我れ是 (ぜ)とすれば則ち彼は非とす。われ必ず聖なるにあらず。彼必ず愚なるにあらず。共にこれ凡夫のみ。是非の理 (ことわり)なんぞよく定むべき。相共に賢愚なること鐶 (みみかね)の端なきがごとし。ここをもって、かの人瞋 (いか)るといえども、かえってわが失 (あやまち)を恐れよ。われ独り得たりといえども、衆 (もろもろ)に従いて同じく挙 (おこな)え。

【現代語訳】第十条ではこう言います。心の中の憤りをなくし、憤りを表情にださぬようにし、ほかの人が自分と異なったことをしても怒ってはなりません。人にはみな心があり、それぞれに自分の思うことがあるのです。相手がこれが正しいと思うことが、自分にとっては間違っていると思うこともあるし、自分が正しいと思うことが相手にとっては間違いだと思うこともあります。自分がかならず聖人であるわけではないし、相手がかならず愚かだというわけでもありません。皆ともに凡人なのです。これが絶対に正しいとか絶対に間違っているなどと、どうやって定めることができるでしょうか。私たちはお互い賢くもあり愚かでもあるのです。それは金の耳輪に端っこがないようなものです。ですから、相手が憤ることがあれば、むしろ自分に非がないかどうか恐れなさい。自分は正しいと思っても、他の人々の考えにしたがって行動しなさい。

＞和の思想によって平和国家の実現をはかる　……法華一乗と融和する思想

④　810年（弘仁７年）、最澄が四天王寺の聖徳太子廟に参詣した際に詠んだ詩

　四天王寺上宮廟に謁する詩

　今我が法華聖徳太子は是れ大師の後身なり、厩 (うまや)戸 (ど)に生を託し四国を汲引 (きゅういん)し、持経を大唐に請い、妙法を日域に興こし、木鐸 (ぼくたく)を天台に振い、その法味 (ほうみ)を相承せり。日本の玄孫、興福寺の沙門最澄、愚なりといえども、願くば我が師の教えを弘めんことを。渇仰の心に任えず。謹んで一首を奉る。

　　海内に縁力を求め
　　心を聖徳の宮に帰す
　　我今、妙法を弘め　
師の教えをして無窮ならしめん
　　両樹、春に随って別れ　 
三草、節に応じて同 (ひと)しきなり
　　願くは唯だ円教をして
加護し興隆を助けしめたまえ　　　　　　　　　　　　　　（『伝述一心戒文』）

【現代語訳】
　わが尊崇する法華一乗の聖徳太子は、中国南嶽慧思大師の生まれ変わりです。厩戸でお生まれになり、日本国を治められ、唐から法華経を求め、その教えを日本に広め、天台の教えによって人々を導き、後世にその法味を伝えてくださいました。
ここに太子の玄孫にあたる興福寺の僧最澄は不肖ながら、わが師・聖徳太子の教えを弘めたいと願っております。その思いが込み上げて抑えきれず、ここに一首を奉ります。
　
日本で法縁を求め　心を太子に捧げます
私は今、法華経を弘め　太子の教えが果てなく普及することを願っています。
春に成長する樹木に大小の差があるように、仏教にも大乗と小乗の違いがあります。
草もまた大中小の差があるように、仏教には声聞・縁覚・菩薩の三乗の異なりがあります（訳注『法
華経』「薬草喩品」の三草二木の喩えを踏まえている）。しかし、もろもろの草木は同じ大地で育ち、同じ雨のうるおいを受けるように、仏教にもおいても教義や信条が異なっても、お互い争うことなく一つに帰するはずです。
どうか天台の円教を加護し、興隆することをお助け下さい。


◇聖徳太子の「和の平和主義」を「円の法華一乗」として受け継いだ。　
◇仏教統合により、一乗平和国家を建設しようという大きなスケールの志を抱いていた。
◇国家権力のトップである桓武天皇と親しい関係を築いた最大の理由　

Ⅴ．唐で修学した思想
経宗・・・天台思想は仏教の根っこ

最澄が桓武天皇に宛てた入唐を願う上表文の一部
「論はこれ経の末、経はこれ論の本なり。本を捨てて末に随うは、なお、上に背いて下に向うがごとくなり。経を捨てて論に随うは、根を捨てて葉を取るがごとし。」（『叡山大師伝』）

【現代語訳】論は経の末で、経は論の本です。本を捨てて末にしたがうのは、上に背いて下に向かうようなものです。経を捨てて論にしたがうのは、根を捨てて葉を取るようなものです。

四宗相承（円・密・禅・戒）
＊天台山・仏隴寺の行満より　　天台教学（円）
　　＊天台山・禅林寺の翛然より　　牛頭禅　（禅）
　　＊台　州・龍興寺の道邃より　　　菩薩戒　（戒）
　　＊越　州・龍興寺の順暁より　　　密教　　（密）
遣唐使について
◇遣唐使の身分
還学生［げんがくしょう］（短期留学生）＜最澄
⇒ 帰国後、国家のために貢献するのが目的。
　留学生［るがくしょう］（長期留学生）　＜空海
⇒ 最低20年、唐に留まり勉学するのが目的。

◇生還率６０％！危険がいっぱい遣唐使船　
　１船（空海が乗船）：１ヶ月漂流後、福州に到着
２船（最澄が乗船）：２か月漂流後、明州に到着
　３船：引き返す
　４船：行方不明
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［国宝］伝教大師入唐牒（通行許可証）比叡山延暦寺蔵
［国宝］伝教大師入唐牒（通行許可証）比叡山延暦寺蔵
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天台山から明州に戻る際に最澄自らが作成したもの
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上陸した明州から台州の天台山に赴く際に明州の役人孫階が作成したもの










Ⅵ．天台智顗 (ちぎ)の思想
　　最澄によって見出された天台思想　＝天台宗の根本思想
１）天台大師智顗 (ちぎ)（538～597）とは
　大同4年（538）に荊州（現在の湖北省）華容県に生まれる。名門一家であったが、南北朝の動乱で両親を失い、18歳で出家。23歳で光州・大蘇山に登り、慧思 (えし)禅師に師事。『法華経』に基づく実践修行を積む。後に南朝の都・金陵（現在の南京）で理論と実践を兼ね揃えた独自の仏教体系を構築し、多くの弟子を教育。貴族社会でも名声を博したが、修行の妨げになることを恐れて天台山に隠遁する。さらなる修行を積み、10年後に天台山を下りて再び都に入り、『法華文句』『法華玄義』『摩訶止観』などの講義を行い、『法華経』を中核にして、当時複雑に絡み合っていた仏教教理と実践を体系的に統合し、中国仏教の礎を築く。晩年は天台山に戻り、開皇17年（597）に没した。

２）代表的な講義録・著作
　三大部　『玄 (げん)義 (ぎ)』『法華 (ほっけ)文句 (もんぐ)』『摩訶止 (まかし)観 (かん)』
　その他　『次第禅門』『法華三昧懺儀』『天台小止観』『維摩経玄疏』『維摩経文疏』等

３）智顗によってなされた仏教の統合　
◇ 学問仏教の統合： 教相判釈 (きょうそうはんじゃく)（きょうそうはんじゃく）・・・・五時八教
　　　五時　：お釈迦さまの生涯を5つの時間に分けて、経典を分類。
華厳時 ・ 阿含時 ・ 方等時 ・ 般若時 ・ 法華涅槃時
　　　　　　　　（乳味）   （酪味）   （生蘇味）  （熟蘇味）   （醍醐味）  ←『涅槃経』の五味に相当


八教　：お釈迦さまの教えを4つの形式（儀 (ぎ)の四教）と4つの内容（化法 (けほう)の四教）に分類。
化儀の四教（仏の説法の形式） 　　　：頓教・漸教・不定教・秘密教
　　　　　　化法の四教（仏の説法の内容）　　　 ：蔵教・通教・別教・円教

　※智顗の著作に「五時八教」という用語はないが『法華玄義』等にその構想が述べられている。

◇ 実践仏教の統合：禅の修行を根幹に仏道修行を体系化・・・・止観
＞その集大成が『摩訶止観』
開皇14年（594）、智顗が荊州玉泉寺にて講義した内容を弟子・灌頂（かんじょう）が筆録・編集。

◇ 学問仏教と実践仏教の統合　
⇒　行 (ぎょう)一致 (いっち)、教 (きょう)観 (かん)双美 (そうび)（実践的仏教と学問的仏教の統合）の仏教体系
４）仏教統合の目的　…法華一乗の実現
　
　　　　『法華経』「譬喩品」　火宅 (かたく)の喩　　　

　　　　　　　　　声聞（羊の車）小乗の教え

　　　　　　　　　縁覚（鹿の車）　　　　　　　　　　 一乗（大白牛車）→　成仏大乗の教⇒やじる

菩薩（牛の車）
　　　　　　　（方便）　　　　　　　　　　　　　　（真実）

＞「顕一 (けんいち)」「会三 (えさん)帰一 (きいち)」
三乗教の差別に執着する壁を取り払って一仏乗に帰一せしめること。
　　
⇒開会 (かいえ)思想

＊すべての人が仏になれる（一乗）　
＊すべての人が対応できる学問と修行の体系を統合整備して、仏の道に導く必要性　

＞「一目の羅、鳥を得ること能わず」（『摩訶止観』）

　最澄もまた天台思想によって日本の仏教を統合し、法華一乗の理想を実現しようとした。
　比叡山の根本道場の建立（延暦7年［788］）：一乗止観院（現在の根本中堂）


5） 止観とは？
1 仏教の瞑想法を表す名称の一つ

止観の修行法そのものはすでにインドにおいて長い歴史をもつ。ただし、原始仏教のはじめの時期からあったわけではなく、やや遅れて成立する。止と観はもともと独立した修行法であったが、やがて対をなす形式で捉えられるようになった。瞑想の境地を表す言葉としては、禅那（ディヤーナ）、瑜伽（ヨーガ）、三昧（サマーディ）などもあるが、これらは仏教特有の言葉ではないのに対して、止観は仏教の修行法の中で形成された言葉である。

禅（ぜん）　　　　サンスクリット語「ディヤーナ」（dhyāna）《パーリ語「ジャーナ」（jhāna）》の音写である禅那に由来する。漢訳では「定」（じょう）といい、禅と定を合わせて「禅定」という言い方もする。動揺する心を定めること。


瑜伽（ゆが）　　　サンスクリット語「ヨーガ」（yoga）の音写。もともとは「つなぐ、結び付ける」という意味で、家畜を車につなぐ行為を指し、頸木（くびき）を意味する英語の「ヨーク」（yoke）と同じ語源である。瞑想のことばとしては、心をつなぎとめる精神統一の修行法を指す。
三昧（さんまい）　サンスクリット語の「サマーディ」（samādhi）の音写。心を静めて一点に集中させ、対象になりきり一つになる修練、またはその状態。


止観（しかん）　　仏教固有の用語。止はサンスクリット語「シャマタ」（śamatha）奢摩他の訳語。心の動揺を静めることを意味する。観はサンスクリット語「ヴィパシュヤナー」（vipaśyanā）毘鉢舎那の訳語。物事をありのままに観察し洞察することを意味する。


2 天台止観：禅の修行を根幹に仏道修行を体系化　･･･禅のもう一つの源流
　　
唐代に盛行し日本にも伝わった禅宗の起源は、梁代に中国に渡来した達磨大師とするが、その修禅法には智顗の影響も色濃く見られるので、智顗の止観は中国、日本における禅のもう一つの源流といえる。

3  禅から止観へ

智顗の最初期の著作である『次第禅門』では仏教の実践修行を「禅」として整理したが、『小止観』以降、「禅」を「止観」という用語に置き換えて、より精緻な体系化をはかっている。


止観の骨組み　～仏道修行の3つの要（三学）～

三学    【戒】　　　【定】（禅）　　【慧】
　　　　　　　   ↓  　　　　　↓　　　　　　↓　　　　　
止観　 二十五方便 　　　止　　   　 観  　　＜　三学すべてを網羅した修行体系

その集大成　⇒　『摩訶止観』


④ 止観の三つのコース（三種止観）

◇ 次第止観　：浅い境地から深い境地へと次第に修行を進めていくコース　＞『次第禅門』

◇ 不次第止観：順序に縛られず、自由に修行を進めていくコース　　　　　＞『六妙法門』
　
◇ 円頓止観　：いまここで深い悟りの境地を極めようとするコース　　　　＞『摩訶止観』


⇒天台智顗が修学と体験を通じてアップデートし続けた「さとりガイドマップ」の道筋



6） 止観の実践　
①　立ち止まると、自分の本当の姿が見えてくる

・「止」の3つの意味　 ①求めることを“やめる”
　　 ②今ここに“とまる”
　　 ③今ここにあるものに気を“とめる”
　　
　 やめて、とまって、とめる　⇒　観（今ここにあるものが自ずと見えてくる）

・自分はどこにいるのか？

・無我…サンスクリット語「アナートマン」（anātman）の漢訳。我を意味する「アートマン」（ātman）に否定辞「アン」（an）がついた表現。

・非有非無（ひうひむ）・・・有るわけでもないし、無いわけでもない。

・非我　（中村元『原始仏教の思想Ⅰ』中村元著作集第15巻/春秋社）
　　　　　　　　　　自分だと思い込んでいたものが、実は自分ではない。
　　　　　　　　　　自分の所有物だと思い込んでいたものが、実は自分のものではない。

・空と無の違いは？　　　　空○　　　無○

②　諸法実相　～ありのままの本当の姿～

・ありのままの本当の姿（諸法実相）を観察する

・変化して止まない世界・・・「諸行無常」

・自分の意のままに変化してくれない世界・・・「一切皆苦」

・変化する世界で、“やめて、とまって、とめる”（止）ことができるのか？

・変化になりきる

・主客一如




③　仏教の認識論

一般常識では・・・心A
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心B
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心C
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仏教の基本思想心
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唯識思想における心・・・眼識・耳識・鼻識・舌識・身識・意識・末那識・阿頼耶識

表層心　　　　　　　　　　深層心




④　心を観察する（観心）
一念三千…一瞬一瞬に変化する心の中に三千の世界がある。(『摩訶止観』巻第五「正修止観」)

「一心具一切法・一心生一切法」（第７章「正観」（陰入界境観・不思議境より）

夫れ一心に十法界を具す。一法界にまた十法界を具して百法界なり。一界に三十種の世間を具し、百法界は即ち三千種の世間を具し、この三千は一念の心に在り。




［十界］×［十界］×［十如是］×［三世間］＝三千
☆十界　生きとし生けるものすべての諸存在の状態を10種に分類したもの。
・地獄界　（同時に他の九界も具えている）
・餓鬼界　（同時に他の九界も具えている）六道

・畜生界　（同時に他の九界も具えている）　　　　　　
・修羅界　（同時に他の九界も具えている）十界×十界＝百法界

・人　界　（同時に他の九界も具えている）
・天　界　（同時に他の九界も具えている）
・声聞界　（同時に他の九界も具えている）十界互 (じっかいご)具 (ぐ)

・縁覚界　（同時に他の九界も具えている）
・菩薩界　（同時に他の九界も具えている）
・仏　界　（同時に他の九界も具えている）

※それぞれ別個に存在する世界の区分ではなく、生存するものそれ自体の心のありようを十種に分けて捉えている。

☆十如是(じゅうにょぜ) 　『法華経』方便品に説かれる存在の十のありかた。
※如是とは「是の如し、そのような」の意味。　
①如是相（にょぜそう） ・・・姿、かたち
②如是性（にょぜしょう）・・・性質
③如是体（にょぜたい） ・・・本体（相と性を兼ね備えた生命そのもの）
④如是力（にょぜりき） ・・・相・性・体に内在するエネルギー。
⑤如是作（にょぜさ）   ・・・ 力が実際に外に向かっていく作用。
⑥如是因（にょぜいん） ・・・内在している原因。
⑦如是縁（にょぜえん） ・・・因を助けて果を成ぜしめる外的な条件、間接的な原因。
⑧如是果（にょぜか）   ・・・因と縁によって生じる結果
⑨如是報（にょぜほう） ・・・定まっていた果が、後々に残す働き（報い）。
⑩如是本末究竟等（にょぜほんまつくきょうとう）
・・・本から末（①から⑨）までが一貫して通じ合い、結局は等しいということ。
☆三世間(さんせけん) 
①五陰世間（ごおんせけん）　・・・肉体と精神の世界。
②衆生世間(しゅじょうせけん)・・・衆生の住む世界（社会や国家）
③国土世間(こくどせけん)　　・・・衆生の住む環境世界

仏

菩薩
縁覚


十界互具
十界の一つひとつの界の中にまた他の九界が具わっていること。つまり、十界はそれぞれ別個に存在するのではなく、地獄から仏までの世界が互いに通じ合って融通無碍の状態であるとする。

天
声聞
一念


修羅
人


畜生
餓鬼

地獄




⑤　三諦円融と一心三観　～人生という物語のアンラーン～
　  
空観（従仮入空観）  仮観（従空入仮観）  中観（中道第一義観）
＞一心三観

《三諦・三観説の典拠》
・龍樹（ナーガルジュナ）『中論』「観四諦品」にみえる三諦偈
「衆因縁生の法、我即ち是れ無（空）と説く。亦た是れ仮名と為す。亦是れ中道の義なり。」
（どのような縁起であれ、それをわれわれは空であると説く。それは仮に設けられたものであり、それはまた中道である。）

・『菩薩瓔珞本業経』巻上「賢聖学観品」第三にみえる三観説
「三観とは、仮名より空に入る（従仮名入空）は二諦観なり。空より加名に入る（従空入仮名）は平等觀なり。この二観は方便道なり。この二空観に因りて、中道第一義諦観に入るを得、二諦を双照し心心寂滅たり。」


「空」という真理　　　　　　　　　　　　「仮」という真理　　　　　
（空という真理を観察する［従仮入空観］）　　　　　（仮という真理を観察する［従空入仮観］）
三諦円融
一心三観

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　「中」という真理
（中という真理を観察する［中道第一義観］）

　　　　　　　　三つの真理があって「諸法実相」が成り立つ


⑥　円頓止観　～究極の教え～　　
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Beeing


Doing
諸法実相
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⑦　円頓止観について

「円頓章」（えんどんしょう）
智顗の弟子・灌頂による『摩訶止観』序文の一説を抜粋し、文末に偈文（出典は湛然『止観輔行伝弘決』）を加えたもので、止観の神髄がまとめられている。天台宗の日常の勤行で唱えられる。

円 (えん) 頓 (どん) 章 (しょう)


円 (えん)頓 (どん)者 (しゃ)　　初 (しょー)縁 (えん)実 (じっ)相 (そう)　造 (ぞう)境 (きょう)即 (そく)中 (ちゅう)　無 (むー)不 (ふー)真 (しん)実 (じつ)　繋 (けい)縁 (えん)法 (ほう)界 (かい)　一 (いち)念 (ねん)法 (ほう)界 (かい)　一 (いっ)色 (しき)一 (いっ)香 (こう)　無 (む)非 (ひ)中 (ちゅう)道 (どう)　己 (こー)界 (かい)及 (きゅう)仏 (ぶっ)界 (かい)　衆 (しゅ)生 (じょう)界 (かい)亦 (やく)然 (ねん)　陰 (おん)入 (にゅう)皆 (かい)如 (にょ)　無 (むー)苦 (くー)可 (かー)捨 (しゃ)　無 (むー)塵 (ろう)労 (じん)即 (そく)是 (ぜ)菩 (ぼー)提 (だい)　無 (むー)集 (しゅう)可 (かー)断 (だん)　辺 (へん)邪 (じゃ-7)皆 (かい)中 (ちゅう)正 (しょう)無 (むー)道 (どー)可 (かー)修 (しゅ)　生 (しょう)死 (じ)即 (そく)涅 (ねー)槃 (はん)　無 (むー)滅 (めつ)可 (かー)証 (しょう)　無 (むー)苦 (くー)無 (むー)集 (しゅう)　故 (こー)無 (むー)世 (せー)間 (けん)　無 (むー)道 (どう)無 (むー)滅 (めつ)　故 (こー)無 (むー)出 (しゅっ)世 (せー)間 (けん)　純一 (じゅんいち)実相 (じっそう)　実 (じっ)相 (そう)外 (げー)更 (きょう)無 (むー)別法 (べつぽー)　法性寂然名止 (ほっしょうじゃくねんみょうし)　寂而 (じゃくに)常 (じょう)照名 (しょうみょう)観 (かん)　雖 (すい)言 (ごん)初後 (しょーごー)　無二 (むーにー)無別 (むーべつ)　是 (ぜ)名円 (みょうえん)頓 (どん)止観 (しかん)
当知 (とうち)身土 (しんど)　一念 (いちねん)三千 (さんぜん)　故成道 (こじょうどう)時 (じ)
称此本理 (しょうしほんり)　一 (いっ)身 (しん)一 (いち)念 (ねん)　遍 (へん)於 (のー)法 (ほー)界 (かい)



同音









【書き下し文】
円 (えん)頓 (どん)とは、初 (はじ)めより実相 (じっそう)を縁 (えん)ず。境 (きょう)に造 (いた)るに即 (すな)ち中 (ちゅう)にして、真実 (しんじつ)ならざることなし。縁 (えん)を法界 (ほうかい)に繋 (か)け、念 (ねん)を法界 (ほうかい)に一 (ひと)しうす。一 (いっ)色 (しき)一 (いっ)香 (こう)も中道 (ちゅうどう)にあらざることなし。 己 (こ)界 (かい)および仏界 (ぶっかい)、衆生 (しゅじょう)界 (かい)もまたしかり。陰 (おん)、入 (にゅう)、みな如 (にょ)なれば、苦 (く)として捨 (す)つべきものなし。無明 (むみょう)、塵労 (じんろう)即 (すなわ)ちこれ菩提 (ぼだい)なれば、集 (しゅう)として断 (だん)ずべきものなし。辺 (へん)邪 (じゃ)みな中正 (ちゅうしょう)なれば、道 (どう)として修 (しゅ)すべきものなし。生死 (しょうじ)即 (すなわ)ち涅槃 (ねはん)なれば、滅 (めつ)として証 (しょう)すべきものなし。苦 (く)なく集 (しゅう)なきが故 (ゆえ)に世間 (せけん)なく、道 (どう)なく滅 (めつ)なきが故 (ゆえ)に出 (しゅっ)世 (せ)間 (けん)なし。純 (もっぱ)ら一 (いち)実 (じっ)相 (そう)にして、実 (じっ)相 (そう)の外 (ほか)にさらに別 (べつ)の法 (ほう)なし。法 (ほっ)性 (しょう)寂 (じゃく)然 (ねん)たるを止 (し)と名 (な)づけ、寂 (じゃく)にして常 (つね)に照 (て)らすを観 (かん)と名 (な)づく。初後 (しょご)をいうといえども、二 (に)なく別 (べつ)なし。これを円 (えん)頓 (どん)止観 (しかん)と名 (な)づく。
まさに知 (し)るべし、身土 (しんど)は一念 (いちねん)三千 (さんぜん)なり。故 (ゆえ)に道 (みち)を成 (じょう)ずるの時 (とき)、この本理 (ほんり)に称 (かな)い、一身 (いっしん)一念 (いちねん)、法界 (ほうかい)に遍 (あま)ねからん。


超訳『円頓章』
円頓とは何でしょう。それは、私たちがはじめから円のように完璧な真実の世界にいるということです。理想の場所をさがし求める必要はありません。どこかに行かなくても今ここがそうなのだから、一瞬で真実を味わうことができるのです。頓とは真実を悟るのに時間がかからないということです。私たちの目に触れるもの、聞くもの、感じるものすべてが真実にほかなりません。
この縁起の世界に身心を投じ、変化流動する宇宙になりきってみてください。もともと私たちはこの宇宙とひとつなのです。この宇宙にあるものは、それぞれ姿、形、はたらきが異なりますが、一粒の花の種も、一瞬漂う花の香りも、この宇宙のいかなるものも、本当は相対分別を離れてあるがままに存在が存在するだけで、すべてが偏りなく完璧に調和しているのです。私と、仏と、他のすべての存在との間に分け隔てる境界線はありません。ただ一つの真実の世界があるだけです。　
生きていれば苦しいと感じることがあるでしょう。でも真実が分かれば、苦しみは心が描いた幻のようなものだと気づきます。もともと幻のように存在しないものを捨て去ろうとする必要はありません。私たちは煩悩を抱えた存在でありながら、そのままで仏なのです。それなら煩悩を抱えたままでもいいのです。人生で失敗や過ちを犯すこともありますが、すべての道が仏の道であるなら、どの道を歩いてもいいのです。自分や他人を裁くことはありません。私たちが生きているこの世界がそのまま仏の世界なのですから、悟りを求めなくてもいいのです。
そもそも迷いの世界など存在しないのです。だから本当は苦しまなくてもいいのです。このせいで苦しい、あのせいで辛いと思うことがあっても、そもそもそれが夢ならば、目覚めさえすればただちに解放されるでしょう。
悟りの世界も存在しません。こうしなければいけないという正しい道はありませんし、到達すべきゴールもありません。立つべきところがあるとするなら、今この場所がそうです。至るべきゴールがあるとするなら、今この場所がそうです。
ただ一つの真実の世界があるだけなら、私たちが生きるこの世界と別の場所に仏の世界があるわけではありません。求めることをやめて、今ここに立ち止まり、静寂な気持ちでいれば、真実が常に私たちを照らしていることが見えてくるはずです。これが円頓止観の修行です。

私という存在も、私をとりまくこの世界も、すべては一瞬一瞬の心の中にあるのです。その心のあり様をありのままに観察し、真実の世界に触れることができれば、この身と心は宇宙そのものであることに気づくでしょう。























⑧　四つの実践方法（四種三昧）　～身体行為の側面から四種に分類した修行法～
Ⅶ．帰国後に最澄が打ち出した思想
１）開会 (かいえ)思想　
天台宗の公認　：　806年（延暦25年・大同元年）１月

年分度者の認可を願う上奏文を提出
年分度とは
毎年得度出家することを許される者のこと。人数は朝廷から宗派ごとに割り当てが決められていた。


従来の年分度
法相宗：5人
三論宗：5人
　　　　　　　　　　　【合計10名】
　

最澄が提言した年分度
華厳宗：2人
天台宗：2人　（止観業・遮那業）※「遮那」とは密教のこと
　　　　　　　　律宗　：2人
　　　　　　　　三論宗：3人（成実を含める）
法相宗：3人（倶舎を含める）
　　　　　　　　　　　【合計12名】

「一目の羅、鳥を得ることあたわず。一両の宗、何ぞ普く汲むに足らん」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『天台法華宗年分縁起』）
（一目だけの網では鳥を捕ることができないように、一つ二つの宗でどうしてすべての
人々を救うことができようか）　

＞ 桓武天皇の後押しもあり、その月のうち（1月26日）に受け入れられる。
 桓武天皇はこの年、3月に逝去

ところが・・・その後　
・南都の猛反発
　　　　　・弟子たちの流出　
・空海との確執
・徳一との激しい論争　

⇒　一乗理想国家をつくるために他宗派との融和を志す最澄であったが、その思いと裏腹
に闘いの人生の幕を開けることになってしまった…
　　　
・最澄の著作　＞他宗との対立や論争の中で著わされたもの
・最澄の思想　＞多難と波乱の中から滲み出たもの
２）円密一致
① 空海との確執　　その原因は？

感情的なことではなく、根本的に密教に対する理論が異なっていた

☆空海と最澄の密教に対する根本的な理解の相違

・学習のしかた　　「筆授」か「面授」か？
◇最澄　･･･「筆授」重視　：経典を書写して、文字によって理解する
◇空海　･･･「面授」重視　：師弟が直接対面して口授し、体験から理解する

・一乗の捉え方　　法華一乗と真言一乗は同じか？
◇最澄　･･･　円密一致　　法華と密教に優劣はなく、両者を統合した一乗を説く　
◇空海　･･･　密教一乗　　密教だけが真実（実教）。他宗は仮の教え（権教）に過ぎない
＞天台批判　　⇒ 決別の最大の理由


《よくクローズアップされる事件》

◇ 経典の借用問題：『理趣釈経』貸用の願いを空海が峻烈な態度で拒絶？
・空海が最澄に送ったとされる借用拒絶の手紙は、実は最澄ではなく、弟子の円澄に宛てたとする説が有力（円澄と空海は東大寺受戒の同期）

・手紙にある『理趣釈経』は、本来は「理趣釈」（秘蔵の奥旨）と書かれており、典籍の『理趣釈経』のことではない。最澄が『理趣釈経』の借用を願う手紙を空海に差し出しているのは事実だが、それに対して空海が拒絶した形跡は見られない。
　
◇ 最澄最愛の弟子の裏切り？
最澄の愛弟子で後継者として期待されていた泰範が空海の下に去った経緯は･･･
・泰範が比叡山を去った原因は、山内に不和があり、その責任をとる意味で自ら下山したのであり、空海の門下になるのは、下山からかなり時間が経ってから。

＞泰範の去就の問題を空海に弟子入りしたことと結びつけて、あたかも最澄との間で弟子の取り合いをしたかのように捉えるのは行き過ぎた誤解。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《高木訷元『空海と最澄の手紙』（法蔵館、１９９９年）参照》





②泰範を失った最澄の心境

泰範にあてた書簡
・「最澄已に老い、亦窮年を極む。同法已に別れ、老前悲を含む。昼夜憂慮す。縁の限りを知ると雖も、追憶極まりなし。・・・・若し、本日帰らずば、永代の計を失う。至心に任えず。謹んで弟子の沙弥・永智を遣し、状を奉り還らんことを請う。努力々々、老僧を棄つること莫れ。謹んで疏す」　（『伝教大師消息』）

・813年（弘仁４年）6月19日の手紙　　「棄てられし老同法最澄」

・816年（弘仁７年）５月１日、最澄が泰範に送った最後の手紙
「老僧最澄、生年五十、生涯久しからず。住持未だ定まらず。①同法見を各にして、六和都て無し。独り一乗を荷いて、俗間に流連す。但、恨むらくは闍梨と別居することのみ。往年期する所は、法のために身を忘れ、発心して法を資けんと。すでに年分を建て、亦、長講を興す。闍梨の功は片時も忘れず。又、高雄の灌頂では、志を同じくし道を求め、倶に仏恵を期するに、何ぞ図らんや、闍梨は永く本願に背きて、久しく別所に住せんとは。②蓋し、劣を捨て勝を取るは世上の常理なり。然るに、法華一乗と真言一乗と何ぞ優劣やあらん。同じき法は同じきを慕う。是を善友と謂う。我と公、此の生に縁を結び、弥勒に見うるを待つ。儻いは若し、深き縁あらば、倶に生死に住して、同じく群生を負わん。来たる春節を以て、東遊頭陀し、次第に南遊し、更に西遊北遊し、永く叡山に入りて生涯の去来を待たん。何ぞ日本を廻遊し、同じく徳本を殖え、毀誉を顧みず本意を遂げん。此れ深く望む所なり。謹んで便信に附して奉状す。不宣。謹んで状す」

【現代語訳】
①同じ仏教の仲間でありながら意見を異にして、互いに和合することがありません。私一人が法華一乗を
担ってこの俗世を彷徨っています。ただ残念なのはあなた（泰範）と別れてしまったことです。

②思うに、劣るものを捨てて優れたものを取るのは世間の道理なので納得できます。しかし、法華一乗と真言一乗とではどこに優劣があるのでしょう（優劣がないのなら法華一乗を捨てる必要はないはずでしょう。

⇒泰範の返信の一部
「亦云く、法華一乗と真言一乗、何れか優劣やあらんと。泰範、智は菽 (しゅく)麦 (ばく)に昧 (くら)し、何ぞ玉石を弁ぜん。敢えて高問に当たりて、深く以て悚息 (しょうそく)するも、雷音忍び難く、敢えて管見を陳ぶ。・・・・・所以に真言の醍醐 (だいご)に耽執 (たんしゅう)し、未だ随 (ずい)他 (た)の薬を噉嘗 (たんしょう)するに遑あらず。

【現代語訳】
　　　　師（最澄）は「法華一乗と真言一乗とではどこに優劣があるのでしょうか」と仰いますが、わたくしめ泰範の知識は、豆と麦の区別もつかないのに、どうして玉石の違いが判断できるでしょう。奥深いご質問に対して恐れおののいておりますが、管見を述べさせていただければ・・・・・真言の醍醐味を味わうのを堪能しているので、他の薬（法華の教え）を味わうゆとりはありません。）
＞実は空海の代筆！

　
③８１６年（弘仁７年）の転機　　

⇒ 聖徳太子の廟に参詣した年（恐らく2月）　
　　
⇒『依憑天台集』に新たに序文を加える
　　『依憑天台集』は３年前の８１３年（弘仁４年）９月に著述した書で、律、三論、法相、華厳、真言等
の諸宗の教えが天台の教義の影響を受けて成立していることを主張し、仏教統合を呼びかける内容。

　　　新たに加えられた「序文」の内容
　　　冒頭「円機已に熟して、円教遂に興る」に続き、諸宗への批判が列記される。

＞諸宗の協力を仰いで仏教を統合するという融和路線から対立路線へシフト。
＞天台だけで一乗仏教を実現する決意の表れ
　　
真言（空海）への批判
「新来の真言家は則ち筆授の相承を泯(みん)ず」
＞空海との関係を明確に断念
　
最も辛辣な法相宗批判　
「夫れ乗権猛浪の説、趣寂（女+莫）　母の嚬、北轅夏虫の謗、蛙蟇鯨鯢の咲、雁鵠冷熱の諍、魚鳥溝藪の音、かくのごとき等の謗句、糅家の独り招く所なり。貞観十九年、権振い実隠る日、家家義を発して嗔り、人人実の泯びんことを慨き、雄筆を把りて、檄を馳せ、邪敵を摧きて、幡を建つ。」

《法相宗に対する批判的表現》
乗権猛浪　　　　・・・激しい波のように権勢を振るってえばり散らすこと
趣寂（女+莫）母・・・小乗のように虚無主義に陥った醜女
北轅夏虫　　　　・・・南に行くのに轅を北に向けてあべこべに走り（北轅）、冬に張る氷を見たことのない夏の虫のように物を知らない愚か者（夏虫）
蛙蟇鯨鯢　　　　・・・蛙や鯨が小さな獲物を捕らえて食べるように弱者を餌食とする悪党
雁鵠冷熱　　　　・・・雁と鵠、冷と熱のように相反するものが混ざって仲違いばかりする集団
魚鳥溝藪　　　　・・・魚が淵を好み、鳥が藪を住処とするように狭い世界に閉じこもっている輩


☆　「貞観十九年、権振い実隠る日…」　　　

貞観十九年（645年）はどんな年？？

３）一切 (いっさい)皆 (かい)成 (じょう)思想・三乗方便一乗真実　～徳一との論争の中で打ち出された思想～
最澄と徳一の論争　：　三一権 (さんいつごん)実 (じつ)論争 (ろんそう)

①徳一という人物
　法相宗の碩学。出自は不明。興福寺で法相学を学び、20代で東国会津に赴き、慧日寺を拠点に民衆の教化にあたった。東国には徳一が開いた寺が50以上あるといわれ、東国化主とも呼ばれた。
　
②論争に関わる書物
徳一　：『仏性抄』『中辺義鏡』『遮意見章』『恵日羽足』など
※徳一の著作は『真言宗未決文』しか現存せず、その他は最澄等の諸書に引用されているとこ
ろによって知られるのみ。

最澄　：『照権実鏡』『守護国界章』『法華秀句』など

徳一：天台大師智顗を「凡公、遍主…」、最澄を「末学者、愚夫、顛狂人…」と貶称

最澄：徳一を「麁食者、北轅者、東隅の一人、悪法師…」と対抗

③論争の焦点
・すべての人は仏になれるのか？
・法華一乗の位置づけ

◇最澄の立場　：すべての人は仏になれる（一切皆成思想）
　　　　　　　：法華経一乗は真実の教えで、三乗は方便の教え（三乗方便一乗真実）　
　
最澄：三乗方便・一乗真実
　　　　　　　　　　　　　　　　声聞（羊の車）
　　　　　　　　　　　　　　　　縁覚（鹿の車）　　　　　　　　　　 一乗（大白牛車）→　成仏
菩薩（牛の車）
　　　　　（方便）　　　　　　　　（真実）

◇徳一の立場　：仏になれない人も存在する。
　　　　　　　：三乗こそ真実で、一乗は方便（三乗真実一乗方便）
　　　　　　　　　  ＞　法相宗が立脚する唯識思想の基本的な立場
　　　　　　　　　　　　　インドから唐に唯識をもたらした玄奘三蔵も同じ立場　　　　

徳一：三乗真実・一乗方便[image: いろいろなマークのイラスト｜フリー素材 イラストカット.com]

　　　　　　　　　　　　　　　　声聞（羊の車）
　　　　　　　　　　　　　　　　縁覚（鹿の車）　　　　　　　　ここでストップ
　　　　　　　　　　　　　　　　菩薩（牛の車＝大白牛車）　　　　　　　　　　　　成仏

《唯識の五性格別思想》
声聞定性・・・　声聞になると決まっている
縁覚定性・・・　縁覚になると決まっている
菩薩定性・・・　菩薩になると決まっている（→仏になれる）　　　　　　　
不定性　・・・　三乗のいずれにも決まっていない（→菩薩乗に決まったものだけ仏になれる）　　　　　　　　
無種性　・・・　三乗のいずれにもなれないと決まっている
　　　　　　　　　　　　　　　
＞　法華一乗（すべての人は仏になれる）は、不定性の人を励まして仏に向かわせるための仮の教え（方便）

④インド、中国で起こった論争の再燃　　
　　・インドでも中国でも結局決着がつかなかった・・・

・日本では、最澄の『法華秀句』を最後に論争が終わり、天台側の勝利のように見なされ
るが、実際は最澄の死（822）をもって収束せざるをえなかった。　

・応和の宗論（963［応和3年］）比叡山中興の祖・慈恵大師良源と法相宗の論争
　　　その弟子・恵心僧都源信の『一乗要決』（1006年［寛弘3年］）で終結…　　

･･･その後、日本仏教の潮流は一乗思想へと流れていく

⑤論争最中での最澄の本意

「もし意を得て相許さば、彼此に利あらん。もし心に執して相争わば、彼此の道を失せん」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『守護国界章』）

【現代語訳】もし相手の意を汲みとって許し合うことができれば、お互いにとって利益があります。
しかし、もし自分の考えに固執してお互いに争うならば、どちらも道を失うでしょう。

「怨みをもって怨みに報ゆれば、怨みは止まず。徳をもって怨みに報ゆれば、怨みはすなわち尽く」　　　　　　　　　　　　　　　　　（『伝述一心戒文』）


⑥論争の歴史的意義
　　
・天台の一乗思想、一切皆成思想が、中国の仏教界以上に鮮明に打ち出された。　
　　
・「草木国土、悉皆成仏」（『法華秀句』）の思想は後の日本の文化芸能、日本人の自然観に
深い影響を及ぼした。

４）大乗戒優位の思想
　818（弘仁9年）　比叡山に大乗戒壇の設立を目指す。

出家するための受戒の手順
具足戒　⇒　大乗戒

・具足戒を棄捨し、大乗戒のみを守るという大胆な主張。
　・具足戒とは、鑑真和上が命を懸けて日本にもたらした正式な僧侶となるための必須の戒律だが･･･
　・南都から独立し、大乗菩薩僧が修行に専念できる専門道場を建設する構想。

５）「大直道」の思想
「法華の意に約せば、しかも火宅の内において大白牛車に乗る。家の外において大白牛車に乗らず。初より後に到るまで、菩薩戒を受けてしかも菩薩僧となり、自性清浄の三学を修持して、しかも迂回の道に留まらず、直に宝所に往き、仏果を得。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『伝述一心戒文』
【現代語訳】
『法華経』の「三車火宅の喩」でいえば、火宅の家の中から大白牛車に乗るのです。家の外で乗るのではありません。初めから最後まで、大乗菩薩戒を受けて菩薩僧となり、心の清浄なる仏性と共に戒・定。慧の三学を修め、寄り道をせずに直ちに宝の場所（『法華経』「化城宝処の喩」を踏まえている）に行って仏果を得るのです。

「原 (たず)ぬるにそれ、白牛を賜うの朝 (あした)、三車を用いず、家業を得るの夕 (ゆうべ)、何ぞ除糞を用いんや。故に経に云く、正直に方便を捨てて、但 (ただ)、無上道を説くと」
『顕戒論』
【現代語訳】
『法華経』の「三車火宅の喩」でいえば、朝に大白牛車を得たら、三車は必要ありません。「長者窮子の喩」でいえば、放浪していた子を引き留めるために父が家の便所掃除をさせるなどの手立てを講じる必要はありません。『法華経』も、「方便を捨て、ただ真実の教えを説く」と言っているではありませんか。

⇒ 三車（三乗）の方便はもはや必要ない。はじめから「大白牛車」（法華一乗）に乗って皆で仏になろうではないか！　
⇒ 天台智顗の「円頓止観」の体現
⇒『依憑天台集』序の冒頭文「円機已に熟して、円教遂に興る」に結びつく　
　　　
６）「真 (しん)俗 (ぞく)一貫 (いっかん)」の思想
「国宝、国利、菩薩にあらずして誰れぞや。仏道には菩薩と称し、俗道には君子と号す。その戒、広大にして真俗一貫す」（『山家学生式』）

７）国宝人材の育成論　　～『山家学生式』にみえる思想～
『山家学生式』を朝廷（嵯峨天皇）に提出。
　
日本初の総合大学設立！
①818年年5月13日提出：『天台法華宗年分学生式』（六条式）

②同、8月27日提出：『勧奨天台宗分学生式』（八条式）　　　

③翌年3月15日提出：『天台法華宗年分度者回小向大式』（四条式）　
　　　　　　　　　　　　　　　　→3書あわせて『山家学生式』と呼ぶ
『山家学生式』の人材育成プラン
◇12年籠山制度：《聞慧・思慧・修慧》カリキュラム
前6年は、「聞」（聞く）が中心で、「思慧」（考える）・「修慧」（実践する）は副次的。
後6年は「思」「修」が中心、「聞」が副次的。
⇒落第者は除籍処分
◇国宝人材の育成：
＊「忘 (もう)己 (こ)利他 (りた)」精神を養う
「悪事は己れに向え、好事は他に与え、己れを忘れて他を利するは、慈悲の極みなり。」（『六条式』）

＊国宝論：「一隅を照らす、これ即ち国の宝なり」（『六条式』）

・「よく言いて行うことあたわざる」国師　【役割】山を下り、各々の才能を生かして法を説く
・「よく行いて言うことあたわざる」国用　【役割】山を下り、各々の才能を生かして実践する
・「よく行いよく言う」　　　　　　国宝　【役割】山に留まり、後進の育成に励む
　　　　　　　　
※国師・国用は一乗の普及において必要があれば後から具足戒を受けてもよい（仮受）

☆ 比叡山で人を育て、一乗理想国家の建設を目指す！！

８）822年（弘仁13年）　56歳　6月4日、比叡山・中道院にて入滅。

…その1週間後（6月11日）に大乗戒壇設立の許可が下る。
＞　一乗の志を生涯揺るがずに守り通した「最も澄んだ」僧侶















我がために仏をつくることなかれ
我がために経を写すことなかれ
我が志を述べよ
　　　　　　　　　　　　　　　　『伝述一心戒文』































コロナ禍のいま伝えたい
天台の思想と最澄の志
　


　　　　　　　　　　　　　　圓融寺住職
阿　純章
　　　　　　　



2

image2.png




image3.jpeg




image4.jpeg




image5.png




image6.emf



image7.emf

image8.png
Sl e e S :
= B T ;

@E B
m"é,'@ﬁ%'m.‘.@&ifﬂ« “4“‘5,,] %ﬁ@,ﬁlﬂ‘ﬁ*ﬁ
s T b\
@%@“W%ﬂﬁ' (%&% ’Q“@W@' "NJ\
Rt AR e
WA el e KR

Bl e (32X
B A e Y YDA W 4 K el

AT WD o R
st SR WiE e T &
@{ﬂ%ﬁ’ﬁ%&'ﬁ&mwm¢+ﬁw(ﬁ§g
T TR S & el P rm‘\--qm*‘*"ﬁ‘f
”’\9*“? *“N*@m“'«"’ww&#més%

T N RN = F(“' it

&

N

)

i

l ' l
r\fﬁ'ﬁ%\%“m'

BN e —"




image9.png




image10.png




image11.wmf

image12.png




image13.png




image14.png




image15.jpeg




image1.jpeg




